
●
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定

平
成
二
十
三
年
度
の
総
会
を
四
月

十
六
日
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
、決
算
を
承
認
し
、

つ
い
で
今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を

決
定
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
四
面
）
ま

た
、
四
月
二
十
三

日
の
磐
田
支
部
を

皮
切
り
に
、
５
支

部
の
支
部
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
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厳
し
い
経
済
環
境
の
も
と
自
治
会
長

を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
の
も
と
自
治
会
活
動
の
基
軸
で
あ

る
「
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
向
け
て
の
活
動
が
各
地
域
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
活
動
を
通
じ

連
合
会
役
員
間
の
情
報
の
共
有
化
と
交

流
が
深
ま
り
一
体
感
を
持
っ
た
活
動
へ

と
大
き
く
歩
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
自
治
会
活
動
を
取
巻
く
環
境

は
変
化
と
厳
し
さ
が
加
わ
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

❶
内
側
の
問
題
と
し
て
、「
人
と
人
と
の

関
係
の
希
薄
化
」
に
よ
り
、
住
民
の
合

意
形
成
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
や

自
治
会
事
業
へ
の
住
民
参
加
の
低
下
・

就
労
構
造
の
変
化
か
ら
く
る
役
員
選
出

の
難
し
さ
・
自
治
会
長
の
仕
事
量
増
加

等
々
か
ら
、
特
に
自
治
会
長
の
選
出
に

難
航
し
て
い
る
自
治
会
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

自治会連合会長

杉田 友司

❷
外
側
の
問
題
と
し
て
、
少
子
高
齢
化

と
核
家
族
化
の
進
行
へ
の
対
応
で
す
。

直
近
で
は
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱

体
化
し
た
「
無
縁
社
会
」
な
る
も
の
が

表
面
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
難
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
同
士
の

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
お
互
い
が

協
力
し
な
が
ら
支
え
あ
っ
て
い
く
体
制

づ
く
り
を
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
内
外
の
問
題
を
抱
え
な

が
ら
の
自
治
会
活
動
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

自
治
会
長
や
連
合
会
役
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
す
る
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
へ
の
対

応
に
当
た
っ
て
は
、
自
治
会
長
一
人
で

悩
ま
ず
、
三
役
会
や
役
員
会
等
で
皆
で

考
え
解
決
策
を
見
出
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

難
し
い
時
こ
そ
活
動
の
原
点
に
立
ち
、

自
治
会
は
地
域
社
会
か
ら
何
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
・
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
治
会
と
行
政
が
双
方
に

と
っ
て
良
き
協
力
者
で
あ
り
、
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
創
造
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

  「
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い

  

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
!!

磐田支部総会（4月23日）竜洋支部総会（4月30日）豊岡支部総会（4月28日）

福田支部総会（4月28日）豊田支部総会（4月23日）
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【
支
部
長
】

支
部
は
、
平
成
十
七
年
の
五
市
町

村
に
よ
る
合
併
の
構
成
市
町
村
を
単

位
と
し
た
連
合
自
治
会
で
す
。
市
内

に
は
五
つ
の
支
部
が
あ
り
、
支
部
長

は
、
こ
の
支
部
の
長
と
な
り
ま
す
。

所
属
す
る
地
区
自
治
会
活
動
の
牽

引
役
と
し
て
、
年
度
初
め
に
お
け
る

自
治
会
長
研
修
会
や
多
文
化
共
生
情

報
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
美
化
活
動
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
に
あ
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
地
区
長
】

地
区
は
小
学
校
区
や
昭
和
初
期
の

旧
村
な
ど
を
単
位
と
し
た
複
数
の
単

位
自
治
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
市
内

で
は
三
十
一
の
地
区
自
治
会
が
あ
り
、

地
区
長
は
、
こ
の
地
区
自
治
会
の
長

と
な
り
ま
す
。

地
区
は
、
単
位
自
治
会
で
は
対
処

が
困
難
な
問
題
や
、
広
域
的
に
行
う

方
が
効
率
的
な
事
業
に
取
組
む
と
と

も
に
、
所
属
単
位
自
治
会
相
互
の
連

絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
自
治
会
の
活
動
内
容

（
例
）
安
全
・
安
心
の
防
犯
活
動
、
生

活
基
盤
に
関
す
る
改
善
・
要
望
、
地

域
福
祉
な
ど

自
治
会
連
合
会
の
中
で
は
、
支
部

長
が
副
会
長
、
地
区
長
が
理
事
を
務

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
磐
田
支
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
今
、
自
治
会
に
求
め

ら
れ
て
い
る
事
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
自
治
会
活
動
が
円
滑
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
、
更
な
る
情
報
の

共
有
を
目
指
し
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

見付地区長

鈴木 誠
中泉地区長

平野 哲至

天竜地区長

内藤 直栄
今之浦地区長

樋口 榮造
田原地区長

元場 千博
岩田地区長

成田 盛男
大藤地区長

鈴木 勲
於保地区長

新村 隆

御厨地区長

佐伯 紀昭

西貝地区長

神谷 五郎
向笠地区長

戸田 早苗
井通地区長

村上 勇夫

南御厨地区長

藤原 孝一
池田地区長

金井 勝
富岡西地区長

島岡 信生
豊田東地区長

伊井 正武
青城地区長

鈴木 哲也

●
磐
田
支
部

支
部
長
（
長
野
地
区
長
）

松
山 

捷
利

6
月
に
地
区
の
活
動
拠
点
「
豊

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が

開
所
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
地
区
住
民
が

集
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
る
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ま
た
豊
田
支

部
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
で

安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
豊
田
支
部

支
部
長
　
杉
山 

芳
敎
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【
家
具
等
固
定
推
進
事
業
】

市
で
は
家
庭
内
の
防
災

対
策
を
広
く
普
及
す
る
た

め
、
自
治
会
を
通
じ
て
家

具
等
固
定
の
募
集
を
し
て

お
り
ま
す
。
固
定
さ
れ
て

い
な
い
方
は
是
非
こ
の
機

会
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

竜
洋
支
部
は

３９
の
自
治
会
が
３
地

区
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

念
願
の
竜
洋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
６
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
支
部
活
動
を

尚
一
層
盛
り
上
げ
て
い
く
と
共
に
、

地
域
の
防
災
対
策
に
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
近
、
無
縁
社
会
と
い
う
言
葉

を
マ
ス
コ
ミ
等
で
よ
く
見
聞
き
し

ま
す
。
親
子
、
地
域
の
関
係
も
縁

が
薄
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
自
治
会
活
動
は
地

域
の
縁
を
大
切
に
し
て
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

竜洋北地区長

大庭 佳則
竜洋東地区長

堀内 敬史
竜洋西地区長

府川 光利

豊岡南地区長

仲川 勝彦
豊岡北地区長

鈴木 正芳

福田東地区長

寺田 一秀

中島地区長

太田 佳孝
福田南地区長

星野 矩昭
西部地区長

鈴木 一郎

豊岡東地区長

乗松 洋一

福田西地区長

小杉 一幸
豊浜地区長

加藤 博信
北部地区長

大庭 忠雄

【第20回全日本高等学校女子サッカー選手権大会】
平成 23 年 7 月 22 日（金）～ 29 日（金）スポーツ交流の里ゆめりあ、

竜洋スポーツ公園等で開催されます。応援よろしくお願いします。

【第14 回ジュビロ磐田メモリアルマラソン】
平成 23 年 11 月 13 日（日）開催　約 8,000 人のランナーが磐田

市内を走ります。おもてなしの心で応援よろしくお願いします。

家
具
の
固
定
を
施
行
し
た
業

者
に
い
っ
た
ん
現
金
に
て
支
払

い
を
し
て
い
た
だ
き
、
申
請
に

よ
り
補
助
金
分
の
金
額
を
「
は

〜
と
ふ
る
商
品
券
」
で
交
付
す

る
も
の
で
す
。

家
具
等
固
定
の

補
助
を
し
ま
す
！

●
竜
洋
支
部

●
豊
岡
支
部

価
値
観
は
随
分
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
だ
け
ど
、
自
分
の
住
む
と

こ
ろ
は
、
元
気
で
挨
拶
を
交
わ
す

明
る
く
安
全
な
地
域
で
あ
っ
て
欲

し
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
自

治
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

●
福
田
支
部

支
部
長
　
川
島 

安
一

支
部
長
　
鈴
木 

新
一

支
部
長
　
田
村 

進
治
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【
23
年
度
事
業
・
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方

針
に
、
次
の
８
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

　

 

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

２ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

３ 

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

４ 

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

５ 

環
境
美
化
の
推
進

６ 

広
報
活
動

７ 

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

８ 

協
力
事
業

【
専
門
部
主
要
事
業
】

〈
総
務
部
〉

●
連
合
会
だ
よ
り
の
発
行

●
自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
自
治
会
加
入
促
進

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〈
環
境
部
〉

●
環
境
美
化
統
一
行
動

●
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

●
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
環
境
施
設
等
の
視
察
研
修

〈
住
民
安
全
部
〉

●
地
区
安
全
会
議
へ
の
助
成
と

　

地
区
相
互
の
情
報
交
換
会
開
催

●
防
犯
委
員
研
修
会
の
開
催

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

●
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

22
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
合

併
以
降
の
自
主
防
犯
活
動
の
足
跡
を
冊
子
に
ま
と

め
た
「
あ
ゆ
み
」
を
作
成
し
、
磐
田
警
察
署
等
関

係
各
所
に
配
布
し
ま
し
た
。
地
区
自
治
会
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
か
ら
今
年
度
6
月
ま

で
に
福
田
、
竜
洋
、
豊
田
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
ま
し
た
。
地
域
活
動
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
防

災
訓
練
に
外
国
人
の
方
々
も
参
加
し
て
も
ら
う
よ

う
取
組
み
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
事
業

で
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
会
を
取
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
、
連
合
会
の
組
織
や
活
動
の
見
直

し
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
か
ら
依
頼
さ
れ
る
各

種
委
員
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
よ
う
市
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

費　　目 予算額（円） 収入額（円） 説　　　　明

会 　 　 　 費 1,685,000 1,685,000 単位 305 自治会、連合会専任役員 32 名分

交　 付　 金 9,000,000 9,001,500 市 8,000 千円
日赤社費交付金 1,001 千円

負　 担　 金 660,000 588,000 先進都市視察研修、エコドライブ講習会
等の参加者負担金

前年度繰越金 1,720,107 1,720,107

雑　 収　 入 893 431 預金利息

合 　 　 　 計 13,066,000 12,995,038

費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,680,000

交 　 付 　 金 9,000,000

負 　 担 　 金 660,000

前 年 度 繰 越 金 1,145,287

雑 　 収 　 入 713

合 　 　 計 12,486,000

費　　目 予算額（円）

会 　 議 　 費 461,000

事 　 務 　 費 2,875,000

助 成 費 5,410,000

視 察 研 修 費 1,020,000

事 業 部 活 動 費 2,420,000

負 　 担 　 金 200,000

予 　 備 　 費 100,000

合 　 　 計 12,486,000

費　　目 予算額（円） 支出額（円） 説　　　　明

会　 議　 費 511,000 438,292
総会、三役会（年間 14 回）、
理事会（年間 10 回）、
各会議資料作成費等

事　 務　 費 2,960,000 2,498,611 役員手当、出張旅費、事務用品、
傷害保険料、インターネット経費等

助 成 費 5,325,000 5,325,000

支部助成金
　基本額：1 自治会あたり 10,000 円
　加算額：地区活動加算額として
 　             １自治会あたり      5,000 円
地区安全会議活動助成金
　1 団体 50,000 円 ×15 団体

先進地視察費 1,020,000 966,780
環境負荷軽減取組企業や地域における先進
的な防犯活動、地域ボランティア団体に
おける助け合い活動について視察

事業部活動費 2,810,000 2,434,155
広報紙印刷代
自治会長コミュニティハンドブック印刷費
環境美化啓発ポスターコンクール実施経費
防犯パトロール用品購入費　等

負　 担　 金 150,000 150,000 県自治会連合会負担金　等

予　 備　 費 290,000 36,913

合　　　計 13,066,000 11,849,751
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